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昭和61年度 地まき増殖ホタテガイ実態調査

封馬 廉介 ･兜森 良則 ･榊 昌文 ･青山 禎夫

本調査は､昭和60年産の地まきホタテガイを調査対象として､ 9月 2日から10月17日の間に､陸

奥湾内11漁協 ･支所に於いて実施 した｡

実施にあた り､御協力いただいた､青森地方水産業改良普及所の苫米地 昭一 ･山内 高博両氏､

むつ地方水産業改良普及所の佐藤 晋一 ･三戸 芳典 ･佐藤 恭成の諸氏､及び関係市町村､漁業

協同組合の方々に御礼申し上げる｡

結 果 と 考 察

第 1表に60年産貝の放流実績を示す｡これは昭和60年12月から61年 4月にかけて､聞き取り調査

を行 った結果である｡

第 1表 漁協 ･支所別放流枚数

漁 協 .支 所 年 内 放 流 年 明 放 流
備 考放 流 枚 数 放 流 時 期 放 流 枚 数

放 流 時 期平 舘 村

0 0蟹 田 町 0 2

,(氾0,000 3/ト4/上蓬 田 村 10,052,372 12/15-22 14,

947,628 年内放流は殻長 3C7n以上∃三日森市 後 潟奥 内油 川沖 館青 森造 道原 別p野 内久 粟 坂小 計 000若干00000 12月 3,000,00002,1(刀,0(氾01,200,CX)005,550,α)07,600,α)05,790,0(氾

22,240,0(刀 3月1/104月3月3月辛内町 土 屋 10,270,000 ll/2812/1.7 0 3月 殻長 3-3.知

(測定値)殻長 3cm以上茂 浦 8

,560,000 12/14.15 0浦 田

10,3(札OW 12/22 0東 田 沢 12,800,000 12/23-26 0小 一湊括 水 川小 計 9,240,00051,170,α)0 12/14 017,0(カ,00017

,000,000野 辺 地 町 53,157,362 la/1.4.7.15 こ 0 242枚 /kg

(測定値)横 浜 町

60,0(刀,(氾0 12/上 0 殻長 3m以上む つ 市

0 1(札α泊,(X氾 4/上田 名 部 0 0川 内 町 132,0(泊,似)12/3.7 0 429枚 /kg以上

脇 野 沢 村



第 2表 調 査 結 果

漁協 .支所 放流月 日 調査月日 調査時 採 描 採 描 へ い 平 均 平均放 平 均
平均軟 異常貝曳網面 生 貝 死 貝 死 率 殻 長

流時殻 全重量 休部重 出現率標(m乏) (枚) (秩) (ro)

(a) 長(a) (9)量(9) (ro)蟹 田 町 年明 9.10 899 2
93 73 19.9 7.7 5.9 48.0 12.3 16.7

653 1,137 327 22.3 7.9 5.9 53.0 13.6 16.7

蓬 田 村 年内 10.3 248 2,318 66 2.8 7.7 4
.0 51.2 12.9 0年明 425 693 32 4.4 7.4

4.8 47.8 ll.2 10.0後 潟 年明 10.17 59
1 656 34 4.9 7.9 5.1 54.3 14.3 3.3

453 1,㈱ 42 3.8 7.8 5.1 52.2 14.0 3.3

青 森 市 年明 10.7 349 338 21 5.8 7.2 5.4 37.6 8

.6 0野 内 382 1,873 87 4.4 7.6 5.7 41.6 10.7 3.3平

内町 茂 浦 年内 9.3 2fB 1,184 44 3.6 6.5 3.8

26.3 6.9 3.33305*15*11,31641

7 3603 2.7015.0 7.0 3.8 36.4 9.8 0東田沢 年内 9.2 469 1,692 108 6.0 6.8 3.8

32.4 8.3 0174 333 96 22.4 6.8 4.0 32.7 7.9 30.0野 辺 地 町 年内 9.10 316 1,00d 64 6.0
6.7 3.9 35.0 7.3 0316 2,370 356 13.1 6.9 3.8 35.4 8.3 6.7

横 浜 町む つ 市川 内 町脇 野 沢 村全 湾合計 .平均 年内年明年内

年内年明年内 9.129.269.199.30 627

73 23 24.0 6.5 4.0 30.4 6.2 6

.7492 122 1 0.8 7.6 3.8 38.

9 10.7 13.3535 280 8 2.8 6.

4 4.8 24.2 5.2 0518 169 3 1

.7 6.5 4.7 26.5 6.5 0551 37 0

0 6.8 5.2 29.9 6.7 0443 1

,117 7 0.6 6.0 4.6 21.3 4.1 0263 SX)9

71 7.2 5.9 3.1 22.6 4.7 0236 498 88 15

.0 6.3 3.4 26.6 6.4 0432 2,5鮎 111 4.1 6.1 4.8 23.0 5

.3 0464 1,649
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第 1図 漁協 ･支所別のへい死率 ･異常貝出現率

- 死 貝

生貝中の異常貝⊂=]

′1潮 .の蛸 貝全湾での放流数は約 5.1億枚と､天然採苗による種苗の放流としては､最近10年

の中で最高の数となった.全湾の地まき適地面積は23,肪OLaであり､これを3輪採で供用して5枚/

m2で放流した場合､単年度の放流可能数は3.8億枚となる｡58年産 0.9億枚 ･59年産 2.8億枚の

放流と合わせて考えると､湾内の地まき漁場の運用効率が次第に高まってきており､事業の経営面

からも安定期に入りつつあると考えられる｡しかし単年度の放流数で考えた場合､60年産の放流後

は明らかに過多であり､今後こういった状況が数年続いた場合には､逆に生産性の低下

が懸念される｡放流時期別にみると､61%が年内放流となっている｡これは前年調査を行った59

年産貝が､採苗が大幅に遅れた事を受けて､大半が年明放流であった事と比べると､年内放流の割

合が多くなっている｡59年産貝にみられるような特殊な事情が無い限 り､年内 ･年明いずれの時期

に放流を行なうかば､放流漁場の底質 (polydora ciliataの生息状況に反映される )と､他

の垂下養殖貝との中間育成施設使用の関係､及び放流時の大きさによる放流後の生残率等の要素を考

えて､漁協(地区 )ごとの基本体制が定

着しつつある｡第 2表と第 1図に調査結果を示す｡また第2-3図に55年度 (59年産貝 )からの調

査結果を示す｡-い死率及び生貝中の異常貝出現率は､全湾的に低下する傾向にある｡生貝でか

つ正常貝の割合((1--い死率 )(1-異常貝出現率 )ro)は､54年産貝を対象に行った第 1回

調査時に比較すると､51.3%から88.070(いずれも単純平均値 )と大幅に

向上している.同一の漁協に於いて､年内 ･年明けの両方式で放流を行なっているのは､蓬田村

と脇野沢村の2漁協であるが､いずれも-い死率 ･異常貝出現率ともに､年内放流の方が好成績と

なっている｡一般に年内放流は年明け放流に比べ､放流後の生残率が低いとされているが､上記の様な

結果に至,,Iた理由としては､放流種苗の大きさの要因のデメリット以上に､育成密度を早い時

期に低下させるメリット(種苗性の維持 )の方が勝ったものと考えられる



全重量は58年度の調査をピ

ークに減少候向にあり､特に

本年度は落ちこみが大きい｡

近年垂下養殖貝の全湾的な数

量の増大による成長悪化が問

題 となぅているが､地まき只

についても中間育成時のみな

らず､放流後 もその影響を受

けているものと考えられる｡

この成長不良の結果､調査時

資源指数 (生貝でかつ正常貝

である割合×全重量×10,000)

は60年度調査をピークに低下

している｡
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諦査年*生貝でかつ正常貝である割合×全重量

×10,000第 2図 生貝でかつ正常貝の割合の変化

(平均値±標準偏差 )第 3図 全重量 (平均値±標



第 3表 大型底棲生物入網数 (100m2換算値 )

漁協 .支所 水深 ヒト ■■.一.llllll-イ ス モ ア キタ エ･小ツ キウ モ ヒ ナ ア マ マ

ボヤ スボヤ ホチ タホンヒ トマ辛ヒ ナヒ ヽヽヽジ カヒ ムラサ ソやノフヽソ ガル タサンヽヽ スソ メエゾ ガ カザ ナマコ ヨオウチ†ヽ 令計卜 卜 卜 ガ 卜 辛ウ ウ ウ シ′ヨ ガ ボ 一一-シ スソS コS(7n) -○7- ,-や7

- -や7- -ヾヽ7~ イ -●7~ 一■■- ■一l.■- ウニ イ ラ ラ キP P蟹
田 町 16180.30.2 0.42.6ll.30.36.31.2 3.6

44.8ll.5蓬 田 村 10ll.5 0.81.41.62.8 6.52.4 0.8

0.7 1.9 9.79.2後 潟 19150.2 0.86.71.320.723.2

6.63.10.2 0.80.90.20.3 36.528.5青 森 市野 内 24203.1 3.20.36.33.44.9

1.3 4.9 0.9 20.28.1冨 茂 轟町 東田沢 16.81215182.80.9 33.915342.4 0.0.634.120.1 2136.9 4.3

18.176.361.527.6野 辺 地 町 ll141.31.3 0.60.6 1.90.617

.73.81.315月 19.6138.0 1.3 10.1 42.4171.5横 浜 町 1417

0.6 0.2 2.60.4 0.2 3.40.6む つ 市 141514120.23.10.21.4 0.20.4 0.20.5 0.43.31.11.4川 内 町 14.516.51.15.1 0.81.120.81.13.4 0.80.4 1.13.4 5.233.9

脇 野 沢 村合 計*潜水詞 222420I査をJt1.6芦.8イ丁つ0.40.た調0.538.7査ハ1.91.27.490.9点は 0▲268.6除い 2.7たo114.927.21.11.50.248.3

87.19.21.9283.00.21.23.20.20.20.516.60.90.p60.610.10.91.3ll.912.330

.7第 3.表

に大型底棲生物の入網数を示す｡近年地まき漁場は､放流直前に残存貝採輪を兼ねてヒトテ駆除を主 目的にした漁場清掃が行なわれている｡その結果ホタ

テガイ以外の大型底棲生物の分布は､極めて低い密度にすぎない (7知.7/2,500≒0.3個 体 /m2 ) ｡その中に




